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１．概要 

 

 本説明書は DSHGemMsgPro GEM メッセージ・エンコード/デコード・ライブラリプログラム（以下、GEM-PROと呼びま

す。） 

の機能検証目的を兼ねたデモ・プログラムの取扱いと操作について説明します。 

 

 GEM-PRO は、DLL(Dynamic Link Library)で提供されます。そして、C++. C#, VB.Net プログラム言語のインタフェ

ースのためのファイルが提供されます。 

 

本デモプログラムを参考にすることによって、 GEMレベル通信制御のためのアプリケーションを容易にプログラミン

グし、構築することができます。 

 

 なお、HSMS-SS通信には、弊社製 DSHDR2通信ドライバーを使用します。（詳しくはDSHDR2のユーザーガイド参照） 

 

［GEM-PRO 関連ドキュメント］ 

 

GEM-PRO ドキュメント一覧表 

 文書番号 タイトル名と内容 

1 DshGemMsgPro-13-30321-00 Vol-1 DshGemMsgPro GEM ﾒｯｾｰｼﾞ・ｴﾝｺｰﾄﾞ/ﾃﾞｺｰﾄﾞ API関数説明書 

1．概要 

2．機能概略 

3．API関数 

3.1  GEM-PRO初期化関数とバージョン取得関数 

   3.2  S1Fx, S2Fx ﾒｯｾｰｼﾞｴﾝｺｰﾄﾞ・ﾃﾞｺｰﾄﾞ関数 

DshGemMsgPro-13-30322-00 Vol-2   (3.2)  S3Fx,S5Fx, S6Fx, S7Fx 

DshGemMsgPro-13-30323-00 Vol-3    (3.2)  S10Fx, S14Fx, S15Fx, S16Fx 

2 DshGemMsgPro-13-30331-00 Vol-1 DshGemMsgPro GEM ﾒｯｾｰｼﾞ・ｴﾝｺｰﾄﾞ/ﾃﾞｺｰﾄﾞ LIB関数説明書 

・変数(EC、SV、DVVAL)関連 

・ﾚﾎﾟｰﾄ、収集ｲﾍﾞﾝﾄ(CE)関連 

・ｱﾗｰﾑ関連 

・ﾌﾟﾛｾｽ・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(PP、FPP)関連 

・ﾚｼﾋﾟ関連 

・ﾌﾟﾛｾｽ・ｼﾞｮﾌﾞ関連 

・ｺﾝﾄﾛｰﾙ・ｼﾞｮﾌﾞ関連 

DshGemMsgPro-13-30332-00 Vol-2 ・ﾘﾓｰﾄｺﾝﾄﾛｰﾙ、拡張ﾘﾓｰﾄｺﾝﾄﾛｰﾙ関連 

・ｷｬﾘｱｱｸｼｮﾝ、ﾎﾟｰﾄ制御関連 

・端末表示関連 

・ｽﾌﾟｰﾙ関連 

・その他の汎用関数 

3 DshGemMsgPro-13-30320-00  DshGemMsgPro GEM ﾒｯｾｰｼﾞ・ｴﾝｺｰﾄﾞ/ﾃﾞｺｰﾄﾞ 定数、構造体説明書 

4 DshGemMsgPro-13-30381-00 DshGemMsgPro GEM ﾒｯｾｰｼﾞ・ｴﾝｺｰﾄﾞ/ﾃﾞｺｰﾄﾞ ﾃﾞﾓﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ説明書 

GEM-PROに関する概要、機能については、”GEM-PRO API関数説明書-VOL-1 “の１，２章をを参照してください。 
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２．動作環境 

 

 デモプログラムの実行は通信の相手として、弊社製品のDSHGemLib装置／ホスト通信エンジンを使って行います。 

  

（１）2台の PCを使って接続する場合はつぎのようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

    (注）PC-1,2を接続するための説明は、５．行います。 

 

（２）１台のPCだけで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DSHGemMsgPro側で使用するcomm.def 内の PORT-1の IPの値を 127.0.0.1 に設定してください。 

 

３．使用言語 

 

 デモプログラムは、c,VB.Net, C# の３つの言語でプログラミングしたものについて説明します。 

 なお、.NetでのVBとC#言語版については、画面、操作は全く同じになっています。 

 

 次の４．で詳しく各言語のファイルなどについて説明します。 

 

 

PC-1 装置 
DSHGemMsgPro 
ｴﾝｺｰﾀﾞ /ーﾃﾞｺｰﾀﾞ  ー

ﾃﾞﾓﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
・c_demo.exe  
・cs_demo.exe 
・vb_demo.exe 

PC-2 ホスト 
DSHGemLib通信ｴﾝｼﾞﾝ 

ﾃﾞﾓﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
GemCsDemoV3.exe 

 

LAN 

PC (1台） 

装置 
DSHGemMsgPro 
ｴﾝｺｰﾀﾞ /ーﾃﾞｺｰﾀﾞ  ー

ﾃﾞﾓﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
・c_demo.exe  
・cs_demo.exe 
・vb_demo.exe 

 ホスト 
DSHGemLib通信ｴﾝｼﾞﾝ 

ﾃﾞﾓﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
GemCsDemoV3.exe 
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４．デモプログラムの保存場所とファイル 

 

 デモプログラムは setup.exe ファイルで提供されます。提供されるファイルは、Visual Studio で生成する必要な、

すべてのファイルであり、ソースファイルも含まれます。 

 

 setup.exe を実行すると、保存ディレクトリの問合せがありますが、画面に表示される \DshGemMsgPro を変えず

にインストールしてください。  

 

 以下、各言語のデモプログラムの開発関連ファイルの保存場所と実行に必要なファイルの一覧表をは示します。 

 

 なお、開発はMicrosoft Visual Studio 2008を使用しています。 

 

４．１ ｃ言語 

 

 directory sub-directory file 開発 / 実行 

1 \DshGemMSgPro\ c_demo  c_demo.sln 

（Visual Studio ｿﾘｭｰｼｮﾝ） 

 

開発 

src *.ｃ ｿｰｽﾌｧｲﾙ (ﾃﾞﾓﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ) 

 

開発 

include DshGemProInfo.h 

DshGemProApi.h 

DshGemProLib.h 

*.h ﾍﾀﾞｰﾌｧｲﾙ (ﾃﾞﾓﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ) 

 

開発 

2 

 

\DshGemMSgPro\bin  dshdr2.lib 

DshGemMsgPro.lib 

（link用） 

 

開発 

c_demo.exe 

（実行ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ） 

 

実行 

DshGemMsgPro.dll 

dshdr2.dll 

DshRegDll.dll 

sldgrd.dll 

comm.def 

(DSHDR2通信定義ﾌｧｲﾙ) 

 

実行 
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４．２ C#言語 

 
 directory sub-directory file 開発 / 実行 

1 \DshGemMSgPro\ cs_demo  c_demo.sln 

（Visual Studio ｿﾘｭｰｼｮﾝ） 

 

開発 

2 \DshGemMSgPro\ cs_demo cs_demo *.cs (ｿｰｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑなど) 

 

開発 

3 

 

\DshGemMSgPro\bin  cs_demo.exe 

（実行ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ） 

実行 

DshGemMsgPro.dll 

dshdr2.dll 

DshRegDll.dll 

sldgrd.dll  

comm.def 

(DSHDR2通信定義ﾌｧｲﾙ) 

 

実行 

 

 

 

 

 
４．３ VB.Net言語 

 
 directory sub-directory file 開発 / 実行 

1 \DshGemMSgPro\ vb_demo  vb_demo.sln 

（Visual Studio ｿﾘｭｰｼｮﾝ） 

 

開発 

2 \DshGemMSgPro\ vb_demo cs_demo *.vb (ｿｰｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑなど) 

 

開発 

3 

 

\DshGemMSgPro\bin  vb_demo.exe 

（実行ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ） 

実行 

DshGemMsgPro.dll 

dshdr2.dll 

DshRegDll.dll 

sldgrd.dll 

comm.def 

 (DSHDR2通信定義ﾌｧｲﾙ) 

 

実行 

 

 

 

 

 



                                                                                  

5 

５．デモプログラムの準備とホスト側デモプログラムの起動 

 

５．１ プログラム実行前の準備 - 通信定義ファイルの編集 

 

\DshGemMsgPro\bin に保存されている comm.def ファイルの中のIPの設定値をDSHGemLib側プログラムに合わせる

必要があります。 

 

PCが 1台の場合は、 PORT-1 の IPの値を 127.0.0.1 にしてください。 

PCが 2台の場合は、 PORT-1の IPの値をPC-2の IPの値に設定してください。 

 

comm.defファイルの設定変更は、テキストエディターを使って行ってください。 

 

５．２ ホスト側デモプログラムの準備と起動 

 

（１）ホスト側デモプログラムは、弊社HPの下記URLからダウンロードすることができます。 

setup.exe がデモプログラムです。 

 

http://www.datamap.co.jp/dshgemlib/download/ 

 

（２）setup.exe によるデモプログラムのインストールは、setup.exe の実行で行うことができます。 

 

（３）ホストデモプログラムは、\DshGemLib\bin に保存されます。（ｲﾝｽﾄｰﾙで保存場所を変えない場合） 

 

デモプログラム開始のために \DshGemLib\bin\GemLibCsD3moV2.exe を起動します。 

 

起動した後、メイン画面で、ｴﾝｼﾞﾝ開始、 装置開始、 通信 Enable の順にボタンをクリックし、相手装

置との通信を開始できるようにしてください。 

 

 

http://www.datamap.co.jp/dshgemlib/download/
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６．デモプログラムの操作 

 
 C#とVb.Net言語のデモプログラムの操作は、実行プログラムの名前が違うだけで、画面と操作は全く同じです。 

 ここでは、ｃ言語のものと、Netの２つに分けて説明します。 

 

６．１ ｃ言語デモプログラムの操作 

 

 画面は、コマンドプロンプト(MS/DOS)の画面で、キーを使って操作します。 

 

６．１．１ 起動と初期画面 

 

 \DshGemMsgPro\bin\c_demo.exe を起動します。 

 

 起動すると、以下のメッセージが、MS/DOS画面上に表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 コマンドは、キー入力で行い、次の５個のコマンドを使用できます。 

 

QUIT : End Of Program 

EQ   : EQ side 

HOST : Host side 

HELP : show command menu 

SxFy : Send SxFy message 

 

（１）コマンド入力に使用するキーは、半角で行い、大文字、小文字のどちらでも構いません。 

 

（２）プログラムの終了は、QUITコマンド入力で行います。 

 

（３）EQ, HOSTコマンドは、装置、ホストのサイド切り替えのために使用します。 

サイド切り替えによって、S1F1,S1F2, S1F13, S1F14のメッセージの構造が変わります。 

 

（４）SxSyコマンドは、1次メッセージの送信に使用します。 

 

 なお、相手から送信されてくる1次メッセージの受信と2次メッセージの応答については、デモプログラム内部で自

動的に処理するようになっています。 
 

 

***** Welcome to DshGemMsgPro GEM SECS-II Message Processing Library. 

 

----- command menu 

QUIT : End Of Program 

EQ   : EQ side 

HOST : Host side 

HELP : show command menu 

SxFy : Send SxFy message 

mode = EQ 

 

Send Msg SxFy(終了 quit)>  
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６．１．２ 送信操作 

 

1次メッセージの送信には、SxSyコマンドを使用します。(xがstream, yが functionの値です） 

 

たとえば、S1F13を送信したい場合は、次のように入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 画面は、つぎのようになります。 

 

起動直後、S1F13を送信したときの画面 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

***** Welcome to DshGemMsgPro GEM SECS-II Message Processing Library. 

 

----- command menu 

QUIT : End Of Program 

EQ   : EQ side 

HOST : Host side 

HELP : show command menu 

SxFy : Send SxFy message 

  mode = EQ 

 

Send Msg SxFy(終了 quit)>  

        Poll : eix=1 s1f13 w=1 len=2 

 

        S1F13   DV_Receive( trid=1 ) len=2 

----- S1F13 Rcvd 

     ack = 0 mdln = MODEL1  softrev = REV100 

----- S1F14 Sent ei = 0 

     mdln    = MODEL1 

     softrev = REV100 

 

Send Msg SxFy(終了 quit)>s1f13 

     mdln    = MODEL1 

     softrev = REV100 

---- S1F13 Sent 

Send Msg SxFy(終了 quit)>  

        Poll : eix=2 s1f14 w=0 len=7 

 

        S1F14   DV_Receive( trid=1 ) len=7 

----- S1F14 Rcvd 

     ack = 0 

Send Msg SxFy(終了 quit)> 

 
 Send Msg SxFy(終了 quit)>S1F13ENTER 

 

S1F13の送信 
 S1F14受信まで 

ENTERは Enter ｷｰです。 
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６．２ C#、VB.Net 言語デモプログラムの操作 

 

 C#とVB.Netプログラムの画面ならびに操作は全く同じです。 

 

６．２．１ 起動と初期画面 

 

 以下のプログラムファイルを開始します。 

 

C# デモプログラムの起動  ： \DshGemMsgPro\bin\cs_demo.exe 

  VB.Netデモプログラムの起動 ： \DshGemMsgPro\bin\vb_demo.exe 

 

 起動すると、以下の画面が表示されます。 

 

 

（１）メニュー の説明 

①ﾌｧｲﾙ(F) ： （使用しません） 

②ﾛｸﾞ消去 ： ログ画面に表示されている内容をすべて消去します。 

③装置/ﾎｽﾄ選択 ： 通信サイドを選択します。（S1F1, S1F2, S1F13, S1F13の構造が変わります。） 

③●  ： HSMS通信が接続されているかどうかを示します 

    Selectされていれば緑色になります。 

    Selectされていなければ黒色になります。 

（２）ボタン  ： １次メッセージ送信ボタンです。クリックするとそのボタンの１次メッセージが 

     送信されます。 

 

（３）ログ画面  ： 操作した内容と送受信したメッセージの内容などを表示します。 

ログ画面 

送信ﾎﾞﾀﾝ 
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６．２．２ 送信例 

 

 S６F11を送信したときの画面は以下の通りです。 
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７．装置変数情報の ID（EC, SV, DVVAL, Report, CE, Alarm） 

 

 デモプログラム内で使用しているGEM上の装置変数などについては、ホスト側のデモプログラムのIDと同じ IDを使

って処理しています。 

 

 詳しくは、\DSHGemLib\cnf\EQ_INFO.TXT の変数定義ファイルを参照してください。 

 

 EQ_INFO.TXT内に定義されている意味などについては、次のDshGemLib関連資料を参照してください。 

 

  「装置管理情報定義仕様書」 

  

この資料に、各変数のID,値のフォーマット、CEにリンクされるレポートの定義、レポートにリンクされる変数など

についての定義方法などが書かれています。 
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